G enkiLife

BRE: LHCGR Y YR E/ ¥ O—F Lk
H4aO05ES: AMM81438

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

F5H

FIREE
pFE

nIRTEE

BzFE
Rl&
B{zFID
SwissProt ID
RER

CET=]
B5T

YURE/ Y A—FILK

ReH

WB,ICC,ELISA,FC

NG

IEHIR

HKEIE

Mouse IgG1

®/90—F+1L

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

KER

0.05%7 2+ b L%EET PBS hOFERIIAK
TI4 =T 4 — R

WB 1:500-1:2000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	製品名: LHCGRマウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、黄体形成ホルモンと絨毛性ゴナドトロピンの両方の受容体をコードしています。この受容体はGタンパク質共役受容体1ファミリーに属し、その活性はアデニル酸シクラーゼを活性化するGタンパク質によって媒介されます。この遺伝子の変異は、男性二次性徴の発達障害を引き起こし、これには家族性男性早発思春期（テスト中毒症とも呼ばれる）、低ゴナドトロピン性性腺機能低下症、早発思春期を伴うライディッヒ細胞腺腫、およびライディッヒ細胞低形成を伴う男性偽性両性具有症が含まれます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	HepG2（1）、Jurkat（2）、およびSMMC-7721（3）細胞溶解物に対するLHCGRマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	LHR-29マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	LHCGR マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

